「職業奉仕の根本原理と、その実践」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　深川　純一　氏 

　いまご紹介いただきました深川でございます。今日はお忙しいところ、お集まりいただいてありがとうございます。ご覧のとおりの若輩でございます。しばらくのあいだ、よろしくお付き合いをいただきたいと思います。座って話させていただきます。

　今日は昨年度このセミナーでお話しした、その続きをというご所望でございました。昨年と同じく、したがって、『職業奉仕の根本原理と、その実践』というテーマをいただいております。

　昨年の話の概略をちょっと申しあげておきますと、まずロータリー発展の軌跡、足跡ですね、それを振り返りまして、いまのロータリーの状況と比較をいたしました。そして、それについて原理的な反省点を申しあげたわけでありますが、そしてそのあとで、『職業奉仕の根本原理と、その実践』の、その事例を若干申しあげて、併せて、今日はこの実践についての偉大なドキュメントでございます1923年のセントルイスの国際大会の決議23の34号、これにも触れてほしいというご所望がございました。それについても、したがって若干触れておきたいと思うのであります。

　まず、一首の都々逸から話に入っていきたいと思うのであります。「お酒飲む人花ならつぼみ、今日もさけさけ、明日もさけ」。

　なかなかいい文句なのでありますが、実は先ほどご紹介がございましたように、いまからちょうど３カ月前の10月23日、職業奉仕の権化とも言われておりました東京東ロータリークラブの佐藤千壽パストガバナーがお亡くなりになったのであります。満90歳でありました。まだまだお元気であられたのでありますが、たいへん残念なことでございました。

　この佐藤さんは生涯、酒を愛した人だったのであります。酒が好きなら道楽もしただろうと人は言うかもしれません。しかし、「明けの鐘ごんと鳴るころ、三日月形のくしが落ちてる四畳半」なんて句がありますが、私は酒飲みでありますからこちらのほうの境地はとんとわかりませんが、佐藤さんはこのほうの道楽はまったくなかったのであります。

　佐藤さんはただひたすら酒を愛し、そして美術を愛し、そして自らの職業を愛された人でございました。そして、ある中小企業を一代にして世界的な企業に育て上げられたのであります。

　その成功の物語に一貫して流れている佐藤さんの経営理念というのはいったい何かといいますと、それはロータリーの職業奉仕の哲学でありました。したがって、これを語るには、まず佐藤さんの会社の中核にあります経営理念というものを見なければならないのであります。なぜかと言いますと、そこには佐藤さんの経営者としての基本的な考え方が見事に集約されているわけであります。

　佐藤さんは、いまからちょうど49年前の1960年、千住金属工業という会社の社長に就任されたのであります。そのとき、ご自分で宣言されたこの会社の経営の理念として、こういうことを言っておられます。「会社は人間完成の道場である」とうたっているのであります。これはみなさんご存じのように、ロータリーの創始者でありました米山梅吉先生が「ロータリーの例会は人生の道場である」と喝破された境地と見事に合致しておるわけであります。

　この経営理念が、1960年当時、社長就任当時は、まだ売上高が10億円にも満たない中小企業であったのですが、この千住金属工業を2007年の期末には売上高579億円、経常利益93億円の世界的な企業に育て上げたわけであります。

　この経営理念が示しておりますように、佐藤さんはたいへんな理想主義者でございました。しかもその実践者であります。そして佐藤さんは常々、「ロータリーに哲学があるように、事業にも哲学がなければならない」と言っておられました。そして、経営理念の集約としてこういうことをおっしゃっています。「私は最大の会社となることを望まない。最良の会社となることを、祈りにも近い気持ちを持って切望している」と、こういう言い方をしておられます。

　これはご存じのように、ロータリーの職業奉仕の根底に流れる質の探求の思想なのであります。そして実はこれは思想家エマーソンの言葉、「文明の価値は何によって測られるのか。都市の大きさや人口、収入の多い少ないではない。その文明がいかなる人をつくったかによって文明の価値は測られる」という言葉を言っておりますが、このエマーソンの言葉とまったく共通の境地に立つものであります。

　実はこの言葉は、1974年、佐藤さんが東京第2580地区のガバナーに就任された年の国際ロータリーの会長でありましたウィリアム・Ｒ・ロビンスの言葉に通じるものなのであります。ロビンスはどんなことを言っているかといいますと、このエマーソンの言葉と非常によく似ているのでありますが、「ロータリーの価値は何によって測られるか。それはＲＩやクラブの規模や会員数の多い少ないではないのだ。そのクラブがいかなる人を育てたかによってロータリーの価値は測られる」と、ロビンスは断言しているわけです。

　したがって、ここにエマーソン、そしてウィリアム・ロビンス、そして佐藤千壽という思想の系譜を見取ることができるわけであります。

　この佐藤さんの経営理念が、具体的にどのような形で実現されているのか。その実践の軌跡をたどってみることも、職業奉仕の原理探求のたいへん大きな要素でありますが、それは到底この短い紙面に語り尽くすことはできません。そこで今日は、一つケースメソッドとして、そのうちの二、三のことだけを申し述べて、そのあとで職業奉仕の一般的な実践論を申し述べたいと思うわけであります。

　まず、一昨々年でありましたが、みなさんご存じのあのライブドアの事件がありました。敵対的企業買収の事件が起きたときに、東京の2580地区の職業奉仕委員会が職業奉仕特別研修会というものを開きまして、そのときに佐藤さんが講演されました。

　どういう趣旨かといいますと、会社はいったい誰のものか。市場原理主義のいうように会社は株主のものなのか。こういう視点から、アメリカ型の資本主義を批判されまして、ロータリーの職業奉仕の本来あるべき姿は何かということをたいへん熱っぽく説かれたのであります。

　この市場原理に任せましたアメリカ型資本主義、その結末がどうなったか、みなさんご存じのとおりであります。昨今のあのサブプライムローンに始まる、こんにちの世界的不況になっていることは紛れもない事実なのであります。これは人間がいたずらに金を求めた結果でありまして、このことはロータリーの職業奉仕の原理が厳に戒めていたところなのであります。

　佐藤さんは、この会社は誰のものか、果たして株主だけのものなのかという問いかけについて、自分の会社の経営理念の冒頭におきまして、会社は社員共同の生活の源泉であり、社会は会社が有用な製品を供給することを期待しているのだと述べておられます。それなるが故に、会社は第一にそこで働く社員のものだ、その会社の製品を利用するお客さんのものだという考え方を持っておられました。

　しかし、佐藤さんは決して、企業がもうけることを否定はしておりません。企業はもうけなくして生きていくことはできません。これはもうご存じのとおりであります。企業の目的は、したがって第一に利潤の追求、利益の追求なのであります。企業活動というものには社会インフラが必要であります。適正な利潤を上げ、インフラ整備の原資となる税金を納めなければなりません。また納税以外にも、社会貢献にも資金が必要であります。

　このような企業活動の結果として生まれた利潤から、資金提供者であります株主に配当するべきだというのが佐藤さんの基本的な考え方であります。これはまさにロータリーの職業奉仕の、企業をいかに管理するかという企業管理論の原理そのものなのであります。

　もっとも佐藤さんは、アメリカ型資本主義には賛成できないとは言っておられますが、アメリカの企業を全面的に否定しておられるわけではございません。むしろ、アメリカの企業にも学ぶべき点が多いと考えておられるわけであります。

　佐藤さんが特に模範としておられる企業はいったい何かといいますと、みなさんご存じと思いますが、医薬品とか健康用品の巨大企業であります、あのジョンソン・アンド・ジョンソン、Ｊ＆Ｊでありますが、これが佐藤さんの模範としておられる企業であります。

　実はこの会社が1934年、このときに発表いたしました「わが信条」と題する経営理念がありますが、それにはどんなことを書いているのかといいますと、会社が追うべき責任として、まず第１に消費者に対する責任、第２に社員に対する責任、そして第４に地域社会に対する責任、そして最後、第４に株主に対する責任。この四つを挙げているわけであります。これはジョンソン・アンド・ジョンソンの経営理念なのであります。

　この、株主に対する責任を第４番目に置いていることは、これは特筆に価すると思うのであります。なぜかといいますと、先ほどから申しあげております株主至上主義のアメリカ型資本主義から言いますと、株主に対する責任が第１であるべきなのであります。しかし、この会社はそうではございませんでした。第１は消費者に対する責任であります。

　このジョンソン・アンド・ジョンソンが消費者に対する責任を第１に置いていることを示す事件が、実は起こったのであります。この会社が製造販売しております鎮痛剤のタイレノール、ご存じの方があるかと思いますが、タイレノールに何者かが毒物を混入させたために、７人の死者が出たんです。ジョンソン・アンド・ジョンソンには、毒物を混入させたという過失は一切ございませんでした。しかし、この会社の経営理念の第１の、消費者に対する責任を果たすために、当時の経営者は全商品を回収して廃棄したのであります。

　第４番目の株主に対する責任を優先していたのであれば、こんな莫大な損失を発生させる商品の回収とか廃棄などは実行できなかったと考えられるわけであります。とにかく、このジョンソン・アンド・ジョンソンには過失責任は全然なかったのであります。しかし、当時の経営者は、自分の会社の経営理念に照らし合わせまして、迷うことなく全商品の回収・廃棄に踏み切ったわけであります。

　したがって、アメリカにもこのような職業倫理に徹した立派な企業があるということを忘れてはならないと思うのであります。佐藤さんは、このジョンソン・アンド・ジョンソンを模範としておられましたから、こういうことを言われておりました。例えば、お客さんが喜ぶことの結果として利益があるのだ。お客さんが喜ばないかたちでの利益は本来あり得ないし、そんなものは長続きはしない。こんなふうにおっしゃるわけであります。

 この、お客さん第一、顧客第一の考え方がありましたから、例えば佐藤さんの会社の社員が佐藤さんに「こうすればもうかりますよ」と言ってきても真剣には取り合わない。しかし、「こうすればお客さんのためになりますよ」と言ってくると真剣に耳を傾けると、こういう具合でございました。

　実はこれは、まさにロータリーの職業奉仕の説くところなのであります。すなわち、企業というものをいかに管理するか。そのポイントはいったい何かといいますと、それは企業を権限論的に見ないで、機能論的に見ることであります。

　具体的に言いますとどういうことかといいますと、企業というものは、それを構成する人たちが、それぞれの役割を充分に果たすことによって円滑に運営されていきます。したがって、そのうちの一人が欠けても、その限りにおいて企業運営の円滑さが阻害されます。

　この意味では、例えば社長さん、課長さん、タイピスト、工員、その他もろもろの職務を機能論的に見る限り、それはすべて平等・対等な役割の配分に過ぎないのです。そして、企業の構成員各自が自分の役割を充分に果たすことによって初めて企業は発展するわけでありまして、企業が発展することによって企業で働く人たちも潤うわけであります。

　このような考え方からいたしますと、企業の利益の配分、企業のもうかったものをいかに分けるかという方法も、普通の考え方からいきますと、まず企業の総売上高から公租公課、税金とか人件費その他の諸経費を差し引きます。そして、その残りを三つの分野に配分するわけであります。

　第１にどこに配分するかといいますと、会社があって利益があるわけでありますから、この会社の内部留保として準備金を積み立てます。そして第２に、会社は役員の働きによって利益を生むわけでありますから、役員報酬。そして第２に株主への配当金を支払う。これが従来の利益の分類法であります。

　ところがロータリーは、先ほどの企業というものを機能論的に見ていく、機能的に見る立場から、第４番目に従業員にも特別賞与を支払うべしと説くわけであります。

　その理由は何かといいますと、企業を機能論的に見れば、みなそれぞれが役割を充分果たすことによって初めて利益を生み出すことができたわけでありますから、利益を生み出した原因となったすべてのところへ利益を還元しようというわけであります。これはまさに、仏教の因縁論に基礎を置いた東洋的な発想なのであります。

　そうだといたしますと、この考え方の延長線上に、場合によってはお客さんにも、顧客にも利益を還元する場合があってもよいということになるわけであります。

　こういう考え方、これは実はロータリーでは1908年にシカゴのクラブに入会しました経営哲学者、アーサー・フレデリック・シェルドンの説くところなのであります。この考え方を基本にいたしまして、ジョンソン・アンド・ジョンソンや佐藤さんは、企業というものはお客さんあってのもの、顧客あってのものだから、まず信用ということを最も重要な要素だと考えるわけであります。顧客第一主義をとっているわけであります。そうでなければ、企業の社会的責任なども果たされるはずがないという考え方であります。

　これに比べますと、最近の日本の業界における一部の職業人の企業管理はいかがなものかと思うのであります。職業倫理の退廃は、もうご存じのように目に余るものがあります。恥ずかしい限りであります。いちいち会社名を挙げる気にもならないほど、次から次へとお客さんをだます各種の偽装事件が頻発しております。これはまさに、人間が倫理を忘れ、いたずらに金を求めるようになった結果なのであります。

　次に、先ほどの「会社は誰のものか」という問いかけにつきましては、佐藤さんの基本的な考え方を象徴的に示す事例を一つ紹介しておきます。

　佐藤さんは一昨年でしたか、自らが筆頭株主として持っておられる全株、自分の株61万３千株を全部、従業員持ち株会に譲与されたのであります。譲ってしまった。そして、社員に対して次のようなコメントを残しておられます。

　「千住金属がはんだ業界――これははんだをつくっている会社なのでありますが――で世界一の生産量を誇る会社に成長したことは、社員の長年の努力の賜物であり、心から感謝をしている。そこで、会社の発展に貢献した社員に自分の持ち株を無償で贈与して、その労に報いることにした。これからのちも末永く、社員一同、心を一つにして、私のしようとする経営の理念というものを固く守って、持ち株会を通じて会社経営に参画する意欲を強く持ってほしい。そして、物心両面での成長と千住金属工業の発展にさらなる努力をしていただきたい」。

　こういうコメントを出されたのであります。社員が発奮しないはずがないのであります。そして、社員の役員に対する信頼も揺るぎのないものになるわけであります。この無償贈与によって、持ち株会は千住金属工業の最大の株主となりました。まさにこれは、社員の利益と株主の利益が一致したわけであります。

　これは実は、職業奉仕の核心である考え方なのであります。要するに、「会社は誰のものか」という問いかけについて、佐藤さんは結論として、会社は社員のためにあるのだと、このように考えているわけであります。そして、このことについて次のようなコメントを残しておられます。

　「私が持ち株会に株を譲ったのは、会社というものは社員のためにあるからです。株が資産価値を持ったのは社員の努力によるものです。だから社員に返すのです。墓場まで持っていけないからというような安易な発想ではなくて、経営の理念で唱えた私の美学を貫いたわけです」。こういうコメントを出されました。

　さて、自分の全持ち株を社員に贈与してしまって自分の美学を貫いた佐藤さんは、もちろん、当然のことながら配当収入がなくなってしまいました。そこで、食うだけの給料は払ってくれよと会社に頼んでおられるのであります。

　参考までに、会長である佐藤さんの給料は社長と同額でありますが、ボーナス、賞与は一銭も受け取っていないのであります。それはいったいなぜかといいますと、佐藤さんが言うのであります。「役員の賞与を最後に査定するのは私ですからね。お手盛りになるのが嫌だから、賞与はもらわないようにしています。その結果、私の年俸が役員のなかでは一番少ないんですよ」と言って、ほほ笑まれるわけであります。

　いまの経済界で、このような経営者が果たして何人おられるでしょうか。このような生真面目なところは、佐藤さん自ら、このエリートをもって任ずる気概であろうかと思うのであります。それはまさに、ご存じのノーブレス・オブリージの精神に通じるものであろうと思うのであります。

　ノーブレス・オブリージというのは、もうご存じのように、イギリスの貴族階級の根本精神を表した言葉でありまして、自分たちの持っている貴族としての特権、財産などを、国民や国家のために役立てる義務と責任があるということを意味する言葉であります。これがノーブレス・オブリージです。

　現に、第二次世界大戦でイギリスの将校たちにたくさんの戦死者が出ました。そのなかにはオックスフォード大学やケンブリッジ大学の出身者が圧倒的に多かったと言われております。このように、この言葉の根底に流れる思想というものは非常に崇高なものなのであります。だからこそ、イギリスの貴族は素晴らしいリーダーシップを発揮しているわけであります。

　いま、物質的な豊かさのみを追い求めて自分のことしか考えない人間の多くなった世の中で、佐藤さんのように自分以外の人のことを考える、そういう経営者がほんとうに少なくなったのではないかと思うのであります。

　なお、ついでながら申しあげますと、佐藤さんは、この千住金属工業の株式を公開して上場する気持ちはまったくございませんでした。なぜかといいますと、株式を公開・上場して他人の資本が入ってきますと経営の自由さが失われるというのであります。いまのところ、期間損益と減価償却で充分なキャッシュフローを確保している。適切に投資ができているために、あえて資金を集める必要はないという考え方であります。

　現在の財界ではどうでしょうか。たとえ資金調達のニーズがなくても、株式を上場させて創業者利益を得ようとする経営者もたくさんおられるわけでありますが、そのなかで株式をこのような考え方ができるということは、たいへん素晴らしいことだと思うのであります。

　このようにいたしまして、佐藤さんは身をもって職業奉仕の理念を実践された人でありまして、まさに職業奉仕真骨頂漢とも言うべき人であったと私は思うのであります。

　以上は、私の佐藤さんに対する追悼の意味を込めて、職業奉仕の原理の一端を述べたしだいであります。

　さて、次に、職業奉仕の原理の話に移りたいと思います。

　職業奉仕というものを一言でいえば何か。職業奉仕というのは職業を倫理的に営むこと、別な言い方をすれば倫理的な商売を営むことでありまして、それを実践しますと職業はおのずから栄えていくとロータリーは説くわけであります。さて、この「職業を倫理的に営む」ということは、言い換えますと、ロータリアンがすべての生活関係において自分の行動に愛を込めるということであります。

　この点について、一つの物語を紹介しておきたいと思います。実はこの話は昨年のこのセミナーでもお話し申しあげましたが、まだ述べ足りないところもありましたし、また、まだ聞いておられない人もおられるかと思いますので、職業奉仕のこれは根幹に関する話として、復習のつもりでお聞きいただきたいと思います。

　今日からちょうど１カ月余りたちますと２月26日であります。あの有名な二・二六事件の起きた日なのであります。昭和11年２月26日、陸軍の青年将校たちが反乱を起こしました。このとき反乱軍に殺された人に、時の教育総監でありました渡辺錠太郎大将がおられました。

　渡辺大将には、その当時小学生のお嬢さんがおられたのであります。渡辺和子さんといいます。いまたしか、ノートルダム清心学園の理事長をなさっていると思いますが、実はこの話は、この兵庫の今井鎮雄元ＲＩ理事のお導きによりまして、私はこの三十年来かかわってまいりました、この2680地区のライラにこの渡辺和子先生をお招きいたしました。若者たちにぜひ、渡辺先生の話を聞いてもらいたいとお招きしたのです。

　そのときにお聞きした話でありますが、反乱軍が渡辺邸に侵入してきたときに、渡辺大将はお嬢さんの渡辺和子先生と書斎におられたのであります。反乱軍が書斎に入ってきたときに、渡辺大将はとっさにお嬢さんを机の下に隠したのであります。そこへ反乱軍が入ってまいりまして、渡辺大将に43発の軽機関銃を撃ち込みました。そして銃剣でめった突きにして殺してしまったのであります。渡辺和子先生は１メートルとは離れていない目の前で、お父さまを殺されてしまったのであります。

　このことが動機になってカソリックの信仰に入られたのかと思っておりましたら、先生のお話を聞くと、そうではないとおっしゃっておられました。実は、カソリックでは30歳になるともう修道女にはなれないそうなんです。先生は29歳のぎりぎりの年まで外資設計の会社で部下を10人ほど持つエリートな立場におられたのであります。しかし、感ずるところがあって、29歳にしてカソリックの信仰の道に入られました。

　そして、修道女としてアメリカのボストンに渡られたときの話であります。暑い夏のある日、食堂で130人ぐらいの夕食のために、お皿とナイフとフォークをテーブルにセットする仕事をしておられたのであります。

　そのとき、先輩のシスターが渡辺先生に、「先生、あなたはいま何を考えていますか」とお尋ねになりました。先生は「何も考えていません」とお答えになったのであります。すると、その先輩のシスターは、「あなたは時間を無駄にしています」と言ったのであります。先生は自分の耳を疑ったそうであります。なぜ。

　その先輩は、同じお皿とナイフとフォークを並べるのであれば、やがてその席にお座りになる人のために、なぜ心のなかで「お幸せに」と祈りながら並べないのですか。何も考えないでただ漫然とお皿とナイフとフォークを並べるということは、時間を無駄にしていますよと諭されたわけであります。

　渡辺先生は、私はいままで、いかに効率的に仕事をするかということを教えられてきましたが、時間に愛を込める、仕事に愛を込めるということは初めて教わりましたと。時間に愛を込めること。お皿は同じ早さで、同じ姿で並んでいきます。しかし、目に見えない大切なものが込められるか込められないかによって、世の中は大きく変わるということ。

　それは一つには、私が「お幸せに」と祈っておいたお皿で召し上がった方は必ずお幸せになるという信仰であります。ただ、それよりも私にとって大切なことは、私が救われたということ。

　つまり、私にとってつまらない仕事はなくなったということ。お皿を並べるというつまらない仕事、雑用だと思っていた仕事が、実はそうではない。雑用というのは私が仕事を雑にしたときに雑用になるということを教えられました。だから、救われたのは私です。

　つまらないと思ってお皿を置く。「お幸せに」と祈ってお皿を置く。外から見た限りではまったく同じに見えます。かかった時間も変わりません。しかし、仕事の量は同じでも仕事の質が変わっている。ということは、その人自身が変わったということです。と、先生は述懐しておられました。

　お皿を並べるというつまらない行為に愛を込めるように、自分の仕事に愛を込める。私たちのすべての行動に愛を込めるということは、言い換えますとロータリーのいう倫理的な生活を営みなさいということであります。これは実は、人を育てるための基本前提なのであります。仕事に愛を込める、時間に愛を込める。そのことなくして倫理的な人間を育てることはできないと私は思うのであります。

　渡辺先生は、お皿を並べるという単純な行為に、幸せを祈るという目に見えない大切なものが込められるか、込められないかによって世の中は大きく変わると言われました。このように、心の問題を重視するのがロータリーの奉仕なのであります。

　したがって、渡辺先生の言葉はロータリーの奉仕の基本的なあり方を示しているわけであります。したがってロータリアンは、自分の企業経営についても心の問題を重視しなければならないわけであります。

　イギリスでは、ロータリーは人間の魂のあり方の問題であるとも言われております。ロータリーの奉仕は、この心の問題を重視する、優れて精神的な奉仕なのであります。渡辺先生は、お皿を並べるという単純な行為に、幸せを祈るという目に見えない大切なものが込められるか込められないかによって世の中は大きく変わるとおっしゃいました。これは私たちロータリアンが肝に銘ずべき言葉だと思うのであります。

　このことにつきまして、私の考えを少し補足しておきます。これは私たち一人一人の心の問題であります。一人一人の心のなかにあるものによって、世の中が大きく変わっていくのであります。

　一つの例を申しあげます。1989年、ご存じのように、あのソビエト連邦が崩壊いたしました。あの原因はいったい何かといいますと、それはソビエトの国民の一人一人の心のなかにあった小さな小さな不満なのであります。心のなかにあった小さな小さな不満が、積もり積もってモスクワにおけるあの民衆の暴動に際して一気に爆発しまして、ついにソビエト連邦という巨大な主権国家を崩壊させてしまったのであります。

　このように、国民一人一人の心のなかにあるものが世の中を大きく変えていくのであります。渡辺先生が、お皿を並べるというつまらない行為に、幸せを祈るという目に見えない大切なものが込められるか込められないかによって世の中は大きく変わると言われたことと、まったく同じことなのであります。要するに、私たち一人一人の心のなかに宿るもの、それが大事なのであります。

　このことのロータリー的な意味について、さらに補足をしておきます。ロータリーでは、みなさんご存じのように、毎年国際ロータリーの会長が、自分の個人的な所信の表明としてターゲットというものを出してきました。いま、このターゲットは、これはＲＩ理事会の決議の裏打ちをつけまして、テーマと称しております。ご存じのとおりであります。

　私の好きなターゲットは何かといいますと、1960年から61年にかけてのＲＩの会長でありましたエド・マクローリンという人のターゲットであります。それはどういうことを言っているかといいますと、「You are Rotary」。あなたがロータリーですよというターゲットであります。ロータリーというものは国際ロータリーのことではない。ロータリークラブのことでもない。ロータリアンあなた方の一人一人の心のなかに宿るもの、それがロータリーなんですよとマクローリン会長は呼びかけているわけであります。

 実はこれは、非常に優れて英米法的な発想であります。アメリカ、イギリスの法律、いわゆる英米法的なものの考え方によりますと、国家というものは政府でもない、国会でもない、それは国民一人一人の心のなかに宿るものだと、このように英米法は考えているわけであります。すなわち、英米法の考え方では、国家というものは国民の総体であります。国民の全体国家なのだと、こういう言い方であります。

　しかし、よく考えてみてください。国民がたとえ１億人集まったとしても、それだけでは烏合の衆であります。この人間の集団が国家という統一形態になるためには何が必要かといいますと、ご存じのとおり、国家の主権とか統治権などのプラスアルファがなければ、単なる烏合の衆が国家になるはずがないのであります。

　したがって、英米法と対立するヨーロッパ大陸法の考え方によりますと、国家というのはまず領土、そしてその上の国民、それに加えて主権とか統治権という統治組織、この三つの要素がなければならないのでありますが、英米法は、国家というのは領土の上の国民だけで成り立つのだという考え方であります。

　では、英米法の考え方では、この主権とか統治権、これはいったいどこにいったのかといいますと、英米法は、国家というものは１億の国民の一人一人の心のなかに宿るのだと。すなわち、一人一人の国民に国家というものは分属する。こういう考え方であります。

　この英米法の考え方が、実はアメリカで生まれましたロータリーの根底に流れる考え方なのであります。

　実は、「日本国憲法」の国民主権とか主権在民という思想も、その根底にはこの考え方があるわけであります。わが国では、明治の先覚者であります福沢諭吉先生が、早くからこの英米法的な考え方をとっておられたのであります。

　このように、英米法は、国家とは一人一人の国民のことだという立場をとるわけであります。したがって、一人一人の国民が理性の命ずるところに従って自分の徳性というものを磨いていきますと、その徳性の総和、全体の和が必ず国の政治に反映して、国家の徳性も上がっていくと考えるわけであります。国家の徳性が上がれば、あの忌まわしい戦争も予防できるだろうと、こういう考え方であります。

　ロータリーもこれとまったく同じでありまして、一人一人のロータリアンが自分の徳性を磨く、心を磨くことによって、業界とか地域社会、そして国際社会の徳性が磨かれる。そして世界中が明るくなると、このようにマクローリン会長は呼びかけているわけであります。

　このように徳性を磨く、心を磨くということは、先ほどの渡辺和子先生の話にもありましたように、私たち一人一人がお互いに幸せを祈り合うことになるわけであります。そして私たちロータリアンが、世界中のロータリアンが、そして世界中の人たちがお互いに徳性を磨き合い、幸せを祈り合う世界、そのような世界を実現することがロータリーの理想、いわゆる奉仕の理想なのであります。

　だからこそ、ロータリーは倫理というものを提唱するわけであります。まさにロータリーが倫理運動であると言われるゆえんが、ここにあるわけであります。

　それでは、このロータリーがどのようにして職業倫理を提唱するようになったのかというところから、ロータリーの原理の世界を眺めてみたいと思うのであります。

　まず、いまから100年余り前の1905年の時点、すなわちロータリーの創成期でありますね、そのときには、まだロータリーの世界には職業倫理の芽生えなどというものはまったくございませんでした。そこには、ロータリアン同士が仲良くなってお互いに助け合う、いわゆる親睦だけのロータリーがあったのであります。そして親睦のうちに会員同士の企業上のアイディアを交換する。こういうことによって、初期のシカゴクラブはあたかも経営相談所的な機能を営むようになりました。

　やがて1906年、この親睦だけでありましたロータリーに、世のため人のための奉仕のアイディアが芽生えてまいりました。そして、クラブの例会においていろいろなアイディアを交換する。そして企業経営上のノウハウを開発していく。それをお互いに交換するという、この親睦の効果によって会員たちはしだいに豊かになっていったのでありますが、それとともに、1908年になりますと、世のため人のための奉仕のアイディアも、この例会で交換するようになったのであります。

　世のため人のための奉仕の心を持って、企業経営についても、職業人としてなすべきこと、なすべからざることをお互いに誓い合うという、いわゆる職業倫理の提唱をするようになったのでありまして、この精神的な助け合いによりまして、会員たちの企業はますます栄えていったのであります。

　したがって、当初、親睦だけの集まりでございましたロータリークラブに、世のため人のための奉仕の考え方が入ってきて、企業経営が世のため人のためという倫理性を帯びるようになったのであります。

　このようにいたしまして、ロータリーは1910年以降、世のため人のための企業経営、いわゆる倫理的な企業経営を提唱するようになり、またそれを実践するようになったのであります。これが職業奉仕という発想が芽生えた歴史的な背景なのであります。

　そして、このロータリアンの個人倫理の集大成といたしまして、みなさんご存じの1915年の、全分野の職業人を対象とするロータリー倫理訓、別名これをロータリー道徳律と申しておりますが、この11カ条の道徳律を採択するに至ったのであります。

　したがって、このロータリー道徳律、ロータリー倫理訓は、まさにロータリーの思想の核にあるものなのであります。

　これがロータリーにおける個人倫理の確立の問題でありまして、それ以後、ロータリーはその運動の核として、まことに高潔な職業倫理を提唱してきたわけであります。そして、さまざまな原理を開発して、いろいろな実践をしてきたわけであります。

　そのなかで、これこそロータリーだということを象徴的に表しているものが、実は職業奉仕なのであります。したがって、ある学者が言いました。「ロータリーとは20世紀の時代に刻印を打った、職業人の最も優れた倫理運動である」と断言をしているわけであります。

　それでは、倫理運動であるということはいったいどこに書いてあるのか。それは、みなさんお手持ちの標準ロータリークラブ定款の第４条、ロータリーの綱領を見ていただきますと、ロータリーは倫理運動であることは一目瞭然に了解できると思うのであります。

　そこで次に、この職業奉仕の原理を説いておりますロータリーの綱領の話を、ちょっとしておきたいと思います。

　実は、このロータリーの綱領は、1923年の国際大会の決議にあります、先ほど冒頭にもご紹介いたしました決議23の34号と密接な関係があるのであります。言い換えますと、ロータリーの綱領の根底に流れる基本的な思想と決議23の34号の根底に流れる思想とは、まったく同じ境地にあるということであります。つまり、決議23の34号は綱領の基本的な思想を受け継いでいるということであります。

　そこで、その両者の接点の話もしておきたいと思うのであります。ロータリーの綱領というのは、ロータリアンが何十年もかけてロータリーの本体を見つめた結果できあがったものでありまして、全世界のロータリアンの知性を結集した国際大会の決議なのであります。したがって、ロータリーの表現のなかでは最も優れたものと言えるわけであります。

　したがって、ロータリアンは日常常日ごろ、個人的に奉仕をおこなう。そしてロータリーとは何かということを問いかける場合には、このロータリーの綱領を日夜暗誦するべきでございます。したがってこれは、綱領というのはロータリーの『般若心経』とも言われているものでありまして、これを綱領をよく見つめることを通じて自分の心を反省いたしますと、ロータリーとは何かということがおのずから理解することができるわけであります。

　これを頭に入れて日夜暗誦しておりますと、最初は意味がわからなくても、ちょっと難しいですからね、そのうちにほんとうの意味が頭のなかに入ってくるようになって、綱領が自分の心と同じようになるわけであります。言い換えますと、綱領を絶えず見つめながらロータリーというものを考え、行動するように努めておりますと、おのずからロータリーというものは身につくようになるわけであります。

　このロータリーの綱領はどういう構成をとっておりますかといいますと、この綱領は二つの部分から成り立っております。一つは何かといいますと、これはロータリーというものを一言でいえば何かということを書いております。これが綱領の本文であります。一番大事なところで、本文であります。これが一つ。

　もう一つ、ただ、綱領の本文はひとことで定義したことでありますから、非常に表現が抽象的であります。したがっていくとおりにも解釈されることになりますから、実質的な意味・内容が千差万別なものになる恐れがあります。そこで、これを誤解のないようにするために、この本文に続きまして補強原則、本文を補強する原則を四つ付け加えているわけであります。

　まず、綱領の本文はいったい何が書いてあるかといいますと、これはみなさんお手持ちの手続要覧ではちょっと難しい表現であります。「ロータリーの綱領は、有益な事業の基礎として奉仕の理想を鼓吹し、これを育成し、特に次の各項を鼓吹、育成することにある」と規定されております。

　しかし、これではまったくわかりにくいのであります。そこで、これを意訳します。そうすると、「ロータリーとは、企業の根底に奉仕を置くべしとする理想を提唱することを目的とするクラブ活動のことをいう」と訳すことができると思います。

　この「企業の根底に奉仕を置く」というところが中心概念でありますが、ご存じのように資本主義経済社会におきましては、企業の目的は、先ほど申しあげました利潤の追求であります。これが第一であります。したがって、企業の根底にはもうけがあるわけであります。企業はもうけなくして生きていくことはできません。

　それでは、ロータリーは「企業の根底に奉仕を置く」と言ってもうけを否定するのかといいますと、否定はしないのであります。ここのところは肝心なところでありまして、もしもうけを否定いたしますと、ロータリーというのはある種の宗教団体のような、非常に倫理的統制の強い団体になってしまいます。しかしロータリーというのは社交クラブでありますから、そういうものであってはならない。

　ロータリーは、あくまでも企業の根底にもうけがあることを認めたうえで、それではもうけとはいったい何かと考えるわけであります。ここのところが大事なところでありまして、企業の根底にもうけがあることについては間違いはございません。

　しかし、例えば１万円のものを仕入れてまいりまして、これを50万円で売ったとすれば、そのような利益をロータリー的な意味での利益と言えるでしょうか。もうけと言えるでしょうか。これは明らかに暴利であります。売り主、すなわち商人もやはりもうけなければ幸せな人生を築くことはできませんが、それには限度がありまして、適正な利潤を超えてもうけてはならないのです。

　したがって、商人は商人でもうかって幸せになりますが、買い主のほう、すなわちお客さんもその商品を買い取って幸せになるという、この売り主と買い主、商人とお客さんの両者の調和点がどこかになければなりません。

　このことを抽象的な言葉で表現いたしますと、利己と利他との調和。利己というのは自分、おのれを利すること。利他は他人を利すること。利己と利他との調和ということになるわけであります。

　ロータリーの奉仕というのは、実はこのことを言うのであります。商人は代金、もうけを受け取って幸せになります。お客さんも商品を受け取って幸せになります。双方のバランスをとる一点というものが必ずあるはずなのであります。

　いつもその調和を求めていきますと、一つの取引を通じて、目に見える商品と金銭との交換、それではなくて、目に見えない満足と感謝の交換、つまりお互いに小さな信頼関係を交換するようになるわけであります。

　そして、商人が長年にわたってこの営みを続けていきますと、地域社会に信用というものを築くことができるわけでありまして、信用のある商人が栄えるということは、その反射的な効果として、地域社会全体もまた栄えることを意味するわけであります。この点を追求するのが、まさにロータリーなのであります。

　このように、綱領の本文をひとことで集約いたしますと、利己と利他との調和ということになるのであります。そして一方、先ほどご紹介しました奉仕の実践に関する決議23の34号も、その第１項を冒頭におきまして、「ロータリーとは利己と利他との調和を目的とする人生の哲学である」と述べているわけであります。

　したがって、ロータリーの奉仕というのは、お金持ちが思い上がって弱者に金を恵むというような次元の低い奉仕を意味するものではございません。ロータリアンが日常の企業経営のなかに、利己と利他との調和というものを本体とする奉仕の考え方を植え付けるものでなければならないのであります。

　ロータリーの綱領は、ロータリアンが職業人として奉仕するときに、まさに肝に銘ずべきドキュメントといたしまして、ロータリー職業奉仕の基本的な心構えを説いているわけであります。

　要するに、企業経営は利潤追求の営みでありますから、企業の根底にはもうけがあります。ただ、そのもうけのなかに、もうけてよいもうけと、もうけてはならないもうけがありまして、そのもうけてもよいもうけを追求することがロータリーの目的であると考えればいいわけであります。

　ポール・ハリスはこの点をとらえまして、「ロータリーはもうけの金高を問題にするものではない」。金額ですね。こういう表現をしております。すなわち、ロータリーはもうけた金高ではなくて、もうけた方法、いかにしてもうけるかというもうけ方を問題にするのだということです。

　企業の根底に奉仕を置いて職業を営みますと、奉仕を通じてあつい信用に支えられて、もうけ、すなわち利潤が長期的に安定したかたちで入ってくるわけであります。これが、かなり即物的な解釈ではありますが、みなさんご存じの「He profits most who serves best」。奉仕に徹する者に最大の利益ありという、このロータリーの標語の意味するところなのであります。

　このように、ロータリーはもうけ方を問題にします。あくどいもうけ方をしてお客さんを不幸にするようなことはしない。自分ももうかって幸せになるけれど、その反射的な効果として、お客さんも商品を買い取って幸せになる。商人とお客さんの双方の調和点が必ずあるはずである。この点を基準にして企業経営をおこなうことがロータリー本来の目的であるということを、この標語が示しているわけであります。

　もちろん、ご存じのことと思いますが、「奉仕に徹する者に最大の利益あり」、これは先ほどちょっと紹介しましたアーサー・フレデリック・シェルドンのつくった標語であります。

　そして、このことは、言い方を変えますと、利己と利他との調和ということになるわけでありまして、実はこの言葉は、先ほども申しあげましたように1923年のセントルイスの国際大会における決議23の34の第１項冒頭にもそういうことが書いてあるわけであります。「利己と利他との調和を目的とする人生の哲学」と。

　したがって、ロータリーは思想なのだということを言っているわけであります。そして、これが実は、職業奉仕の根底に流れる思想でもあるわけであります。ここにロータリーの綱領と、この決議23の34号の密接な接点があるわけであります。

　以上を要するに、ひとことでいえば、ロータリーとは利己と利他との調和であるということがありますが、これではあまりに抽象的過ぎて解釈もさまざまになります。誤解も生ずる恐れがありますので、この本文に、先ほど申しあげました補強原則を四つ付け加えているわけでございまして、この補強原則四つを通じてロータリーの本体を見つめてほしいという構成をとっているわけでございます。

　そこで、この補強原則の第１、綱領の第１ですね。本文に続いて第１、第２、第３、第４と出ておりますが、綱領の第１は何を説いているかといいますと、これは手続要覧の翻訳を引用しますと、「奉仕の機会として知り合いを広めること」と規定しております。しかし、これではまったくわかりにくい。そこで、これも意訳をいたしますと、「心の友を得て、もって奉仕の契機となすべきこと」と訳すとわかりやすいと思います。

　心の友を得る、親睦ですね。そして奉仕の契機。親睦と奉仕を説いているわけであります。つまり、一つの職種から一人だけ会員を選ぶという１業１会員制の原則によりまして選ばれました、この良質な職業人が、その良質な考え方を例会に持ち寄ってまいりまして、友情を温め合います。それが心の友を得るということであります。

　その心の友を得た親睦、この親睦の反射的効果として、世のため人のための奉仕というものがおのずから出てくるわけでありまして、ロータリーの親睦というのは単なる社交クラブの社交ではないですよということを言っているわけであります。

　したがって、ロータリーの親睦というものを感性的にとらえますと、お酒を飲んだりゴルフをしたりすることになってしまいます。これがロータリーの親睦と考えている人もいるようでありますが、そのような感性的な親睦は、べつにロータリーでなくても、地域社会の人であれば誰でもやっていることでありまして、極端なことを申しあげますと暴力団だって、それはグループ活動でありますから、やはりそのような感性的な親睦はあります。暴力団もお酒を飲み、ゴルフもします。

　ロータリーの親睦というものはそのような感性的な親睦、これも大事ではありますが、それだけではなくて、心の友を得たことが奉仕の契機となるべし。すなわち、心の友を得たことが媒体となって、世のため人のための奉仕、いわゆる倫理性の問題ですね、そういうものがおのずから出てくるようなものでなければならない。こういうことであります。

　もう少し具体的に言います。ロータリーの親睦というものは、クラブの例会でたくさんのロータリアンが集まってまいりまして、お互いにおのれの至らざるところを他のロータリアンから学び合う。自己研鑽、切磋琢磨によってお互いに自らを高め合う、学び合う親睦のことなのであります。

　ロータリークラブというのはお寺ではございません。元来、社交クラブでありますから、ロータリアンは本来お酒を飲んでもけっこうであります。ゴルフをしてもけっこうであります。楽しいことは何をやってもいいのでありますが、ただ一点、忘れてはならないことは、何をするにつけても、いつも他人に学ぶという心、学ぶことによって自らを高め合う心を忘れてはならないのであります。

　このようにロータリアンがお互いに学び合う親睦、そしてお互いに自らを高め合う親睦、これを先ほどの感性的な親睦に対して、精神的な親睦と言っております。ロータリーの親睦には、感性的な親睦のほかに、この精神的な親睦があるということを忘れてはならないと思うのであります。

　1989年から90年度のＲＩの会長にヒュー・Ｍ・アーチャーさんという方がおられました。この人が一つのターゲットを出しました。それは何かといいますと、「ロータリーを楽しもう」と。「Enjoy Rotary」。まだ覚えておられる方もおられると思いますが、「ロータリーを楽しもう」というテーマを出されたのであります。

　ところが、このテーマは随分と誤解されたようであります。すなわち、ロータリーを楽しもうというのだから何でも楽しければいいのねと言って、ゴルフをしたりお酒を飲んだりすればよいと、このように考えた人がかなりいたようであります。しかし、それでは、ゴルフや酒を楽しんだことにはなっても、ロータリーを楽しんだことにはならないのであります。

　アーチャーさんの心はいったいどこにあったのかといいますと、それはロータリアンが毎週例会に集まってきて、お互いにおのれの足らざるところを他のロータリアンに学び合う。そのようにしながらお互いにロータリアンたちが育っていくのを見るのが楽しいね、このロータリーを楽しもうじゃないかというのがアーチャーさんの心だったのであります。

　以上のようにいたしまして、ロータリーの綱領の第１は、親睦ということと奉仕ということの関係について、「心の友を得て、もって奉仕の契機となすべきこと」と規定しているわけであります。

　ポール・ハリスは1910年、ロータリーの本体は親睦と奉仕の調和のなかに宿ると悟りました。これは有名な話であります。これがロータリー思想の原点であると言われているのですが、ロータリーは親睦と奉仕との調和のなかに宿るのだと。親睦だけではロータリーは成り立たない、さりとて奉仕だけでも成り立たないと。親睦と奉仕が同じ次元になければロータリーというものは生きてこないというのであります。これをひとことで言いますと親睦と奉仕の調和ということになりまして、これが「心の友を得て、もって奉仕の契機となすべきこと」。このすべての意味なのであります。

　以上を要するに、綱領の第１には、まず親睦があります。ただし、その親睦は奉仕と同じ次元に立つ親睦、すなわち精神的親睦を意味しているわけであります。

　このようにいたしまして、ロータリーは親睦と奉仕の調和、そして先ほど申しあげました利己と利他との調和、さらに決議23の34号の第４項を見ていただきますと、そこでは理論と実践との調和ということが言われております。これは1914年の国際ロータリーの会長でありましたフランク・マルホランドの提唱であります。

　このように親睦と奉仕の調和、利己と利他との調和、理論と実践との調和という具合に、ロータリーは常に対立するものの調和ということを説いてきたのであります。いわば、ロータリーはまさに調和の哲学だと私は言っているわけであります。

　次に、綱領の第２は何を書いているのかといいますと、この親睦の実質的な内容についての規定であります。すなわち、ロータリーの本体は親睦と奉仕の調和にあるとはいうのですが、その親睦とはいったい何か。それはお互いに心と心を磨き合うこと。

　しかし、心と心を磨き合うということは、あまりにもこれまた抽象的であります。いったいどのような心を磨くのか。この点についての明確な解答を与えておかないと、ロータリーというものは、ある種の観念の遊戯になってしまう危険性がございます。

　そこで、ロータリアンが例会に心を持ち寄って、境地を得て例会を去る。ロータリーとは心を持ち寄って、そして一つの境地を得て例会を去っていくのだと。「心を求めて例会に至り、境地を得て例会に去る」という有名な言葉がありますが、それと同じことでありまして、要はそれに、例会にロータリアンは心を持ち寄ってくる。そしてある境地を得て例会を去っていきます。そういうふうに言うのだけれど、その例会に持ち寄る、その心がいったい何かということを煮詰めておかなければならないのであります。

　例会に持ち寄る心、それはいったい何か。ロータリアンは職業人の集まりでありますから、職業人としての心を持っております。それをもとにして企業経営に専念をいたしまして、企業経営を通じていろいろと苦しみ、いろいろな試行錯誤を重ねた結果、自分の職種についてはロータリアンそれぞれが独自の経営哲学というものを持っております。その哲学はいったい何を通じてつくったのかと申しますと、それぞれの職業を通じてつくったものなのであります。

　しかも、１業１会員制の原則によりまして、いまはこれは廃止になっていますが、その当時は１業１会員制でございましたから、その１業１会員制の原則によりまして、一つの職種から一人だけ会員を選んでロータリーはできあがっておりますから、どの職種にも同業者というものがおりません。したがって、それぞれの経営哲学がみな異なるわけであります。したがって、企業経営上のいろいろなアイディア、いろいろな発想の交換をするには非常にロータリーというのは都合がよいのであります。

　そこで、それぞれの企業経営を通じてつくりあげられた、それぞれの考え方、そういうものが例会で交換されることになるわけであります。すなわち、大学教授は大学教授の考え方、デパートの社長はデパートの社長の考え方、お医者さんはお医者さんの考え方、魚屋さんは魚屋さんの考え方。そういうものを例会に持ち寄ってまいります。

　そこで、そのようなさまざまな考え方がお互いに例会で交換されますと、その総和といたしまして、理想的な企業経営観、職業のあるべき姿はどんなものかということが、そこで交換されることになるわけであります。このいろいろな発想、いろいろなアイディアを交換する機能こそ、ロータリーが創立以来、大切に育ててきた機能なのであります。

　ところが、いま、この発想の交換の機能がほとんど失われてしまっております。みなさん方の例会を見ておられてもわかりますが、発想の交換、アイディアの交換などというものはほとんどおこなわれていないと思います。そのためにロータリーが衰退しているわけであります。

　ロータリアンはみな職業人でありまして、それぞれ業界が違うのでありますから、それぞれ異なった考え方を持っているわけであります。そのいろいろな考え方がクラブの例会で交換されることによりまして、理想的な職業観、職業のあるべき姿というものがクラブ例会で交換されることになるわけであります。

　ところが、一般的には、その職業のあるべき姿というものはロータリー的にはいったいどのような具合に見えるのか。つまり、綱領の本文の「企業の根底に奉仕を置く」という考え方の基礎に何があるのかということになるのでありますが、綱領の第２はこれについて三つのことを決めております。１、２、３と三つ規定しているわけであります。ただ、この三つの順序は、１、２、３となっておりますが、説明の順序としては逆に３、２、１の順序で説明したほうがわかりやすいと思います。

　そこで、まず綱領の第２の３は何を書いているかといいますと、これは手続要覧のまた翻訳でいきますと、「ロータリアン各自が、業務を通じて社会に奉仕するために、その業務を品位あらしめること」と規定されています。

　しかし、この手続要覧の翻訳ではたいへんわかりにくいのであります。そこで意訳をいたしますと、綱領の第２の３は「自己の職業をもって天職と心得るべきこと」。自己の職業をもって天職と心得るべきこと、このように意訳すればわかりやすいと思います。

　この天職という言葉には、若干宗教的な響きがあります。これは具体的にはどういうことかといいますと、自分の職業をもって利益を追求するだけの手段と考えてはならない。職業というものは、ひいては世のため人のためにもまた営んでいるのである。こういう自覚を持たなければならないという具合に考えればいいわけであります。ということは、言い方を変えますと、職業倫理を高めようということ、ひいては企業の社会的責任を自覚せよということにもなるわけであります。

　ところで、いま、自己の職業をもって天職と考えている職業人がいったいどれほどいるでしょうか。かつて、あのバブル経済のときに、職業人の天職を忘れた狂乱ぶり、まことに目に余るものがございました。多くの職業人が自分の本職を忘れて、不動産とか株やゴルフ会員権を買いあさったということは、まだ記憶に新しいところであります。

　これに対しまして、綱領の第２の３は、「自己の職業をもって天職と心得るべきこと」となります。

　そして綱領の第２の２は何か。これも手続要覧の翻訳でいきますと、「あらゆる有用な職業は尊重されるべきであるという認識を深めること」。

　これもやはりわかりにくいのであります。そこでこれを意訳しますと、「職業に貴賎なしとの自覚を深めるべきこと」と訳せばいいと思います。職業に貴賎、貴いとか賎しいとかそういうものはないのだと、こういうふうに訳せばいいと思います。

　すなわち、自分の職業は自分にとっての、いま申しあげましたように天職であります。そうすると他の会員の職業も、その会員にとっては天職であります。天職と天職とのあいだには価値の相違はありません。したがって、零細企業であっても私的利潤を追求する、もうけを追及すると同時に、世のため人のためになる契機をはらんでいるわけであります。

　このような自覚を持ちますと、大企業であれ中小企業であれ、また社会的地域が低いと考えられている職業であれ、あるいは社会的地位が高いと考えられている職業であれ、天職と天職とのあいだには差異があろうはずがありません。したがってこれは「職業に貴賎なしとの自覚を深めるべきこと」という具合になるわけであります。

　このように、綱領の第２の２は、「ロータリアンは職業に貴賎なしとの自覚を深めるべきこと」と規定しております。これは実は、ロータリーにおける均一的平等の原則と一脈相通ずる概念なのであります。

　均一的平等、わかりますね。世間一般では社会的地位が高いと考えられている人でも、ロータリーの例会に参加するときには社会的地位の低い人と対等の立場に立つのであります。職業に貴賎なし。すべてのロータリアンが対等の地位に立って、お互いに学び合うのであります。そのことによって初めてロータリーというものが生きてくるだろうということであります。

　実は、これは茶席の論理と相通ずるものなのであります。どういうことかといいますと、お茶席には大名も来ます。武士も入ってきます。庄屋も町人も、あらゆる階層の人たちがお茶席には入ってまいりますが、大名も武士も、茶席に入るときには腰の刀を外して丸腰で入ります。そして、茶席ではすべての人たちがお互いに堂々対等な立場で、静かに茶を喫して去るのであります。これを喫茶去といいます。これが茶席の論理であります。

　これと同じようにロータリーでも、大会社の社長も入ってまいりますし、零細企業の社長も、あらゆる社会的地位の人たちが入ってまいりますが、いったんロータリーに入れば、お互いに完全平等、対等の立場でお付き合いをする。そして心を通わせる。これがロータリーの論理なのであります。

　ロータリアンは、ロータリーの例会に参加するときには世俗の憂きことを忘れて、人の上に人をつくらず、人の下に人をつくらない、そのような純粋心の世界のなかから純度の高い心と心を通わせる。それができるのであります。これが実は、クラブ奉仕の中核にある考え方なのであります。

　桐生のあるロータリアンが、いい言葉を残しております。「ロータリーの例会は、ロータリアンたちがお互いに神さまになり合う時間である」と言っているのであります。これは多少当てずっぽうな表現ではございますけれども、まさにロータリーの正鵠を射た表現であると思うのであります。世俗の憂きことを忘れて、神さまと神さまとのあいだには格差はありませんから、大企業の社長も零細企業の社長も、ロータリーの世界では対等、平等なのであります。これを均一的平等と言うわけであります。

　これは元来、優れてクラブ的な発想であります。どういうことかといいますと、クラブの会費は、クラブの１年間の必要経費を会員数の頭割りで割りまして、各会員が均分に負担するのであります。会長だから会費が高い、パストガバナーは会費が高い、そんなものではございません。みんな均分平等であります。

　会員はこのようにいたしましてクラブの財産権を共有しているが故に、発言権も平等なのであります。したがって、30年来在籍しているパストガバナーも、きのう入会したばかりの新会員もまったく平等、対等であるのです。

　最後に、それでは綱領の第２の１、これは何か。これは「事業及び専門職務の道徳的水準を高めること」と規定しております。

　これは先ほどのロータリーの親睦論、綱領の第１と関係概念になっておりまして、お互いに衆知を集めることによって、天職である企業の倫理的基準、すなわち職業倫理を高めていこうということであります。以上が綱領の第２なのであります。

　そして綱領の第３は何を決めているかといいますと、これは第１と第２でつくりました奉仕の心を実践に移す規定であります。

　綱領の第１と第２でつくられました奉仕の心、それは何かといいますと、職業社会、地域社会、そして国際社会に適応することであります。

　奉仕の心を職業社会に適応すれば、これを職業奉仕と言います。地域社会に適応しますと、これを社会奉仕と言います。そしてこれを国際社会に適応しますと国際奉仕となるわけであります。以上が綱領の中核部分であります。

　そして綱領の第４は何かといいますと、これだけはちょっと原理的には違っておりまして、国際奉仕を独自に説いています。これは原理的には綱領の第３と重複しております。実はもう、そのなかに含まれているのでありますが、国際奉仕が非常に重要であるということで、あえて第４に取り上げているわけであります。したがって、綱領の第４というのは綱領の中核ではなくて付随的なものではございますが、重要なものであることには変わりはないわけであります。

　以上を要するに、ロータリーの綱領を見ますと、ロータリーが倫理運動であるということが一目瞭然に了解できるだろうと思うのであります。

　ロータリーはこのようにいたしまして、倫理の裏打ちのある企業活動こそが永続的に安定した利潤を着々と獲得する、そしてこの資本主義経済の自由競争を必ず勝ち抜いていくんだということを、原理論的にも実践論的にも立証していくものなのであります。

　いったいそのような事実が証明できるのかといいますと、既に立証されている事実といたしましては、みなさんご存じの1929年に始まるアメリカ経済社会を襲った空前絶後の大パニックがありましたが、あのパニックに際して、ロータリアンは一人も倒産していないのであります。

　これはなぜかといいますと、ロータリアンが例会におけるアイディアの交換というもの、発想交換機能を通じまして倫理的な企業活動のノウハウというものを開発します。そしてこれをそれぞれ自らの企業に実践してきた功徳だと言われているわけでありまして、この故に、ロータリーの職業奉仕というものは不況期に強い哲学であるとも言われているわけであります。こんにちも、これは該当するだろうと思うのですが。

　それでは、ロータリアンだけが倒産しなくて生き残ればいいのでしょうか。もちろんそうではありません。ロータリアンは職業奉仕の原理を実践することによって企業経営上のノウハウを開発し、この自由競争の勝者になることができるわけであります。そして、自由競争に勝ったあと、勝者になったあとで、また自由競争の勝者になる過程において、今度は自由競争に敗れていった敗者の代弁者となって、企業経営のノウハウを提供したり職業倫理を提唱したりして、世のため人のために力を尽くさなければならないのであります。これが職業奉仕の実践であります。

　このノウハウを公開しろと言いましたら、ノウハウを公開してしまったら自由競争に負けてしまうと考える人がいます。しかし、実はかえって同業者とともに共存共栄の率が上がるのであります。

　どういうことかといいますと、ここで言うノウハウというのは、いわゆる産業秘密的なものではございません。成功することが完全に証明されたノウハウのことなのであります。それを公開するのであります。

　なぜかといいますと、もし成功することがまだ証明されていないものを公開いたしましても、それを適用した人が失敗しますと他人にご迷惑をかけることになりますし、ご迷惑をかけるということは世のため人のためにはならないのであります。だから、これは奉仕にはなりません。成功することが完全に証明されたノウハウを、同業者のために、さらに自由競争に敗れていった敗者のために公開するのであります。

　事例を紹介しておきます。1954年から55年にかけてのＲＩの会長でありましたハーバート・テイラー。有名な人なのでみなさんご存じだと思いますが、『奉仕こそわがつとめ』なんていうものを書いていたと思いますが、この人が「四つのテスト」の考案者です。

　この人が1932年、1929年のパニックから３年後ですね、1932年に倒産いたしましたアルミ食器会社の再建、もう一度立て直してくれということを依頼されました。そして約10年後に、この倒産会社を一流の企業に育て上げたのであります。

　それを見ておりましたシカゴの商工会議所の人たちが、このハーバート・テイラーに対して、きみは素晴らしいことをやったね、何か秘密があるだろう、手のうちを明かせよと言ったのであります。そうするとハーバート・テイラーは、実は「四つのテスト」というものを考案して、みんなで力を合わせて頑張ったんだと答えたのであります。

　そこで商工会議所の人たちは、その「四つのテスト」というノウハウは、きみが成功したことによって成功することが完全に証明されているじゃないか、それをみんなに披露しよう、紹介しようじゃないかということになって、この「四つのテスト」が商工会議所傘下の企業家たちに公開されることになったのであります。

　これを見ておりましたシカゴ・ロータリー・クラブの連中は、何だ、テーラーのやつ、ロータリーで何もしないで商工会議所であんないいことをやっているじゃないか、その「四つのテスト」をロータリーに譲らないかということになりまして、1954年、このハーバート・テイラーが国際ロータリーの会長に就任したことを契機にいたしまして、その「四つのテスト」の版権を国際ロータリーへ委譲したのであります。

　これは商工会議所からロータリーへノウハウが逆輸入された例でありますが、本来のロータリーの奉仕の図式というものはどうかと言いますと、まずロータリークラブで会員たちがノウハウを開発する。そしてそれを同業者、共存共栄のために同業組合で公開する。そしてさらに商工会議所で公開する。これがロータリーの奉仕の図式なのであります。

　要するに、同業者間の疑心暗鬼、危機感というものを払拭いたしまして、共存共栄の実を上げるためにはノウハウの公開が必要不可欠なのであります。このノウハウの公開につきましてはいろいろな事例がたくさんありますが、今日はもう時間の都合で全部省略いたしておきます。具体的な、千葉医大の教授の話だとかいろいろあるのでありますが、きょうはもう省略いたします。

　それで、ロータリアンが、クラブの例会に出席いたしまして得ましたもろもろのアイディアを自分の企業に適用することによって成功いたします。その成功したノウハウを同業組合に持っていって、同業者に披露する。これがロータリーの職業奉仕の実践なのであります。

　以上を要するに、ロータリーは職業倫理の裏打ちのある企業経営によって、初めて職業が繁栄することになり、そのことが世のため人のためになると説くのであります。これが職業奉仕の中核にある考え方であります。

　さて、次に、アークトレーダー（？）な問題といたしまして、ロータリーの倫理運動と言うけれども、いったいそれは現在どのように機能しているのかということが問題であります。最近の職業社会の現状を見ますと、ロータリーが倫理運動であるということがほとんど機能していないかのように見受けられるわけであります。

　具体的に言いますとどういうことかといいますと、最近、企業倫理、職業倫理に反する事件や、それから企業の不祥事が頻発しております。その結果、たとえ優良な企業であっても、マスコミの厳しい批判にさらされまして、一瞬にして企業の信用を失墜して消滅する事例がたくさんございます。

　例えば、少し古くなってしまいましたが牛肉の産地、品質を偽装した雪印食品。これは偽装表示が発覚してわずか１カ月で会社の解散を決定しております。また家畜伝染病予防法違反の浅田農産、これは鳥インフルエンザの発生を隠蔽していたことが発覚いたしまして、わずか３カ月で廃業を決定しました。

　このほかに、たくさんの事件があります。姉歯建築設計事務所の事件もありますし、ミートホープの事件もあります。最近では船場吉兆の問題、ミカサフーズ、それから浅井の「食品衛生法」違反、そして中国産のうなぎの蒲焼きの問題もあります。まさに職業倫理に違反した事件はまことに枚挙にいとまがないのであります。

　特に、ミートホープの牛肉偽装事件。この経営者はこともあろうにロータリアンであります。しかも元クラブ会長であります。そして事件当時はロータリー情報委員長だったのであります。ロータリーはいったいどうなってしまったのでしょう。こんなことは古きよき時代には絶対に考えられないことだったのであります。

　これらの職業倫理の退廃の原因は何かといいますと、特に一般に言われておりますのが、1990年代、バブル崩壊後、従来の高度経済成長の矛盾から生じた現象であって、経営者や従業員の職業倫理の衰退が原因であると、このように言われているわけであります。

　しかし私は、問題はそのような現象的な、表面的なものではないと思うのであります。この問題は、より根源的には、戦後の日本の教育が技術教育一辺倒になったことに原因があると思うのであります。

　すなわち、昔ポール・ティーリッヒという神学者、神さまの学問ですね、神学者が、教育には３つの分野があると言いました。第１はテクニカル・エデュケーション、技術教育であります。第２はヒューマニスティック・エデュケーション。第３がインダクティブ・エデュケーション。

　ヒューマニスティック・エデュケーションというのは、具体的には人間がお互いに心豊かになろうという教育なのであります。そしてインダクティブ・エデュケーション、これは人間とは何かという、真実に招き入れる教育のことなのであります。

　昔、ソ連が人工衛星のスプートニクを打ち上げたときに、アメリカは慌てました。そこで、大学に行くと100万ドルもうかるよなどと言いまして、技術教育を奨励したのであります。そして日本も同じように戦後は技術教育一辺倒になりまして、その結果よかったのは、世界第二の経済大国を築き上げたのであります。そこまではよかったのであります。

　しかし、その結果どうなったか。人間がお互いに心豊かになろうと言う教育、ヒューマニスティック・エデュケーション。そして人間とは何かという真実に招き入れる教育、すなわちインダクティブ・エデュケーション。こういう教育の分野が欠落してしまったのであります。

　このように、戦後の日本は技術教育ばかりに専念したために、人間として大切なものはいったい何かということではなくて、人間にはどれだけの能力があるかということを測る試験第一主義の教育、効率一辺倒の教育が横行してしまったのであります。

　いま、世界的な視野に立ってみますと、世界の状況はどうかといいますと、人間個人に中心を置いて、一人一人の人間の問題を考えなければならない状況になっていると思われるのでありますが、技術教育というものから、もっと人間を大事にする教育をする、いわゆるヒューマニスティックな、インダクティブな教育が求められていると思うのであります。

　しかし、日本の現実はどうでしょうか。いまだ技術教育一辺倒のように思われるのでありまして、これが現在の職業倫理衰退の最大の原因だろうと私は思うのであります。

　いまの日本の現状をひとことでいいますと何か。まさに人間がいたずらに金を求めた結果なのであります。戦後、廃墟と化した日本で、国民は貧しさに耐えて必死に働いたのであります。その結果、飛躍的な高度経済成長を遂げまして、豊かにはなりました。しかし、そのために物質的繁栄に酔いしれまして、いたずらに金を求めて倫理を忘れてしまったのであります。

　なお、倫理の衰退は何も日本だけの問題ではございません。ロータリーの世界全体を見ても、倫理の衰退は疑うべくもございません。

　いま、ロータリー100年の歴史を振り返って見ましても、第二次世界大戦の終わる1945年、それまでのロータリーには、先ほどご紹介しました1915年の全世界の職業人を対象とするロータリー倫理訓、いわゆるロータリー道徳律というものが採択されておりまして、職業の倫理というものが確立していたのであります。

　しかし、最近ではどうでしょうか。アメリカでも優良企業と言われました通信大手のワールドコム、そしてエネルギー大手のエンロン、これらの粉飾会計の問題もありましたように、倫理の衰退は日本だけの現象ではないようであります。

　もう何年か前になりますが、国際ロータリーの元会長が、戦後はロータリーの世界で職業奉仕委員会を開いた記憶が、ＲＩではないということを言っていたことがあります。これなども、もうその当時から、ロータリーの世界における職業倫理の衰退を如実に物語っていると思うのです。

　アメリカに例をとってみます。戦後、アメリカによるドルの支配、そしてアメリカによる世界平和を意味する、あのパックス・アメリカーナ、そしてそれによる物質的な繁栄。しかし、その結果として精神的な衰退がありました。まさに物質の過剰は精神の貧困を招くのであります。

　したがって、いまはどうでしょう。先般来アメリカから発した金融危機に始まりまして、世界恐慌の恐れが出てまいりました。これも人間がいたずらに金を求めた結果であります。どのようになっていくのか、まったく先が見えない現在であります。人間の欲望の暴走をどのようにして食い止めるのか。難しい問題であります。

　しかし、これはもはや倫理運動であるロータリーの干渉できる問題ではございません。これは要するに、資本主義の爛熟によりまして職業倫理の衰退があります。ロータリーの世界においても否定することはできないと思うのであります。これが現状であります。

　このように、昔から人間がいたずらに金を求めて身を滅ぼした例は枚挙にいとまがないのであります。しかし、人間が心を求めて、すなわち倫理を求めて身を滅ぼしたことは、いまだその例を聞かないのであります。これは大事なところであります。

　さて、最後に、職業倫理の重要な問題として、わいろの問題を若干補足しておきたいと思います。

　例えば親会社と子会社、元請と下請、その他あらゆる取引関係におきまして、当事者の力のバランスが崩れますと、力の弱い者が強い者に対してわいろを贈るという現象が起こります。ご存じのとおりであります。これは自分だけがよい仕事にありつこうという、まさにエゴイズムの心に基づくものでありますから、もとより同業の共存共栄だとか公正な取引を実現するとか、そういう理想にはほど遠いものであります。

　そこでロータリーは昔から、この倫理運動の視点から、わいろの授受、わいろを渡したり受け取ったりすることを厳に戒めているわけでありまして、これは実は職業奉仕の重要な中核になる大きな柱なのであります。

　それを具体的に表現したのが昭和６年です。日本の２代目のガバナーでありました横浜クラブの井坂孝さん。この方が、ガバナー月信第１号、昭和６年８月10日に発行されておりますが、このガバナー月信第１号はつとに有名であります。

　井坂さんは、国際ロータリー第70地区、当時は70地区と言っておりますから、日本全体を統括する状態ですから、日本全国は１地区であります。その国際ロータリー第70地区のガバナーに就任いたしまして、全国のロータリアンが拳拳服膺すべき職業倫理の３カ条を提唱したのであります。

　どういうことかといいますと、第１にいわく、ロータリアンたる者は約束を守るべし。第２にいわく、ロータリアンたる者はわいろを贈ることなかれ。第３にいわく、ロータリアンたる者はいたずらに慈善事業に憂き身をやつすことなかれ。この３カ条であります。

　この第１の、約束を守るべしというのは、ロータリアンはみな職業人であります。したがって、契約を守ること、契約的正義の実現を説いているわけであります。

　さらに、約束を守るということは、そのなかには時間を守るということが当然含まれております。時間というものは、みなさんご存じのように万人の共有物です。すべての人の共有物なのであります。時間を守らないということは他人にご迷惑をかけます。そして自らも信用を失うことになるのであります。したがって、時間を守るということは昔からロータリーの精神伝統になっているのであります。

　第２は、わいろを贈ることなかれ。これは言うまでもなく、わいろが横行しない健全な取引社会を実現しようというわけです。

　第３は、慈善事業に憂き身をやつすことなかれ。これは慈善事業をやってはいけないと言っているわけではありません。それに憂き身をやつしてはならない。すなわち、慈善事業はロータリアンでなくてもできることだ。ロータリーの第一義はいったい何か。それはロータリアンの心の開発じゃないか。それに基づく職業奉仕の実践によって自分の職業を安定させて、そして利潤も適正にもうけて、しかるのちに余裕があれば慈善事業を実践してもよろしいですよと言っているわけであります。

　要するに、この井坂孝ガバナーの提唱は、職業奉仕を中心とするロータリー観の提唱でありまして、「ロータリーの神通力は実業の世界にのみ発揮せらるべきである」と言い切っているわけであります。

　これは、思想の系譜といたしましては、先ほど来ご紹介いたしましたロータリーの経営哲学者、アーサー・フレデリック・シェルドンの系譜に属するものでありまして、この井坂孝の提唱に深い感銘を受け、そしてこれに共鳴されたのが神戸ロータリークラブの直木太一郎パストガバナーであります。ここに、シェルドンの思想の日本における系譜を見取ることができると思うのであります。

　この三カ条のなかで、職業倫理との関係で特に重要なのは何かといいますと、もちろん第二の「ロータリアンたる者はわいろを贈ることなかれ」というものであります。これは言うまでもなく、わいろの授受が健全な取引社会の実現を阻害すると同時に、わいろの授受が結果的にはお互いに統一社会の信用も失墜する、企業の発展を阻害するということを説いているわけであります。

　具体的な例を申しあげます。例えば、下請業者からあいさつ代わりにといって菓子折りを受け取りました。家へ持って帰って、あとで開けてみると、そのなかに現金がたくさん入っていたのであります。

　これを会社の会計に入れて、自分は受け取っていないよと言っても、わいろを受け取った事実を否定することにはなりません。これは当然であります。これを受け取ると何が失われるのか。受け取った人の良心が傷つくことになるのであります。

　パーシー・ホジソンという元ＲＩ会長が言っておりました。『奉仕こそわがつとめ』という本のなかに書いていますが、こういうことを言っております。泥棒は人のものを取る。しかし取られた人は決して何もとられてはいない。泥棒は自分の心を盗むのである。詐欺・ペテン師は人をだまさない。自分の良心をだますのである。この傷は生涯いえることはないであろう。こういう言い方をしております。

　もちろん、これは現象論ではございません。本質論であります。したがって、菓子折りは感謝の気持ちをもって受け取ればいいのでありますが、お金を受け取ると自分の信用が傷つくことになるのであります。信用というものは、冒頭、佐藤さんの話で述べましたように、何億円出しても償うことのできないほど貴いものなのであります。いったん失うと取り返しのつかないものなのであります。

　このようにいたしまして、このロータリーではわいろというものをたいへん厳しく規制をしております。

　要するに、職業奉仕というものが倫理運動としてのロータリーの中核にある考え方であるということを、いままで縷々述べてきたわけであります。

　まだまだ述べ足りないことはたくさんありますし、また具体的な事例を挙げ出したら切りがありませんので、一応今日の話はこの程度で、ちょうど時間もまいりましたので、終わっておきたいと思います。

　長いあいだご静聴いただきまして、まことにありがとうございました。

（終了）
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